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ニホンナシ「王秋」における夏季散水による果実生理障害発生抑制 

［要約］ニホンナシ「王秋」において夏季に散水を行うと、果実生理障害の発生が抑制さ

れる。また、散水による果実品質への影響はほとんど無い。 
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［背景・ねらい］ 

 温暖化に伴う夏季高温により、ニホンナシの果実生理障害が引き起こされている。そこ

で、夏季高温時に間断散水を行うことによるニホンナシ「王秋」への影響を調査した。 

 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．ニホンナシ「王秋」において、散水を行うと無散水区と比較して果実の生理障害が軽

減される。（表１） 

 

２．ニホンナシ「王秋」において、散水区は無散水区と比較して硬度、PH で有意差がみら

れたが、糖度、食味への影響は無い。（表２） 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本試験では 8 月中旬から 9 月中旬の晴天時に午前 10 時から午後 5 時までの間、15 分

間隔で 3 分間の散水を行った。スプリンクラー は散水距離が半径 3m のものを 5m 間

隔で設置し、使用した水量は 10a 当たり約 6ｔであった。 
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